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　悪夢のような原子力発電所の事

故とその後の放射能汚染・ ・ ・あ

れからまだ半年もたたず、今後の

見通しすらつかない状況なのに、

もう止まっている原発を再開しよう

という動きになってきています。　

再開を訴える政治家たちには、放

射能から守るべき子どもや孫たち

はいないのでしょうか？信じられない思いです。

　地球を構成している水や空気、土に至るまであらゆ

るものは私たちの体を作りいのちを育み、また地球へ

と帰ってゆきます。　私達が吸って吐きだす空気は地

球のあらゆる場所に拡散していきます。　そしてどこに

いても、 1年後にはまた同じ空気の何分の一かを吸っ

ていることになるそうです。　恐竜が吸っていただろう

空気も、今我々は吸っているのです。　そしてこれから

先何世代も後の人たちも、 この空気を吸います。　そ

んな重要な空気を有害物質で汚染することは、自分自

身に危害を加えることと同じです。　水も、土も、汚くす

ると自分たちの体に戻ってきてしまいます。

　この本は原発事故の前に書かれているのに、放射能

汚染による空気も、水も、野菜も本当にその通りになっ

ていることがわかりました。

　エコロジーとエコノミー、このエコは同じ語源で「住み

か」 を表すものだと書いてあります。　住む場がエコロ

ジー、住む場所をどう管理・運営するかというのがエコ

ノミーの役割だそうです。人間は生物として、生物圏か

ら与えられるものなしには　生きて行けないということを

考えれば、地球と経済のどちらを優先すべきかは自ず

と明らかです。

　本書は、著者がブリティッシュ・ コロンビア大学を退

官するにあたっての最終講義をまとめたもの。　若者た

ちへ託す地球への思いに溢れています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小川）


